
朝
晩
と
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
で
も
な
ん
と
な
く

疲
れ
が
取
れ
な
い
、
と
思
う
方
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。
夏
の
疲
れ
が
出
や
す
い
の
は
、

実
は
こ
の
季
節
な
ん
で
す
。

衣
替
え
を
す
る
よ
う
に
体
も
パ
リ
ッ
と

変
わ
っ
て
く
れ
る
と
い
い
い
の
で
す
け
ど

･
･･
･

そ
ん
な
時
は
ち
ょ
と
時
間
を
作
っ
て

ハ
ー
ブ
の
足
浴
で
体
も
心
も
温
め
て
、
疲

れ
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
材
料
】
熱
湯

５
０
０
～
７
０
０
㏄

ハ
ー
ブ

２
つ
か
み
位(

約
２
０
ｇ
位)

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル

(E/O)

ユ
ー
カ
リ

３
～
５
滴

バ
ケ
ツ
か
足
が
入
る
位
の
容
器

１
個

【
足
浴
液
の
作
り
方
】

①
目
的
に
合
っ
た
ハ
ー
ブ
を
適
量
ミ
ル
サ
ー

(

粉
砕)

し
て
容
器
に
入
れ
、
沸
騰
し
た
熱

湯
を
５
０
０
㏄
～
７
０
０
㏄
加
え
る

②
精
油
成
分
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
５
分
間

ふ
た
を
し
て
ハ
ー
ブ
の
有
効
成
分
を
抽
出

す
る

③
ぬ
る
ま
湯
で
量(

く
る
ぶ
し
が
浸
か
る

く
ら
い)

と
温
度
（
４
０
℃
位
）
を
調
節

す
る

(

冷
水
を
加
え
る
と
ハ
ー
ブ
の
抽
出
が
そ

こ
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
注
意
）

④
オ
イ
ル
を
入
れ
て
１
０
分
～
１
５
分
両

足
を
浸
す

◇
今
回
の
足
浴
ハ
ー
ブ

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー･

･
･
･
･

血
行
促
進
・
自
律

神
経
・
肝
臓
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
呼
吸
器
系

▽
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー･

･
･

下
半
身
疲
労
・
虚

弱
体
質
・
貧
血
・
疲
労
回
復
・
神
経
過
労

▽
西
洋
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ･･

自
律
神
経
調
整

・
強
壮
・
浄
化
・
冷
え
症

１
０
月
２
８
日
（
土
曜
）
午
後
１
～
２
時

ハ
ー
ブ
教
室
開
催
し
ま
す
。
「
ハ
ー
ブ
パ
ッ

ク
で
美
肌
に
。
」
会
費
１
５
０
０
円
要
予

約
。
ラ
ボ
ン
ヌ
オ
カ
モ
ト
店
内
に
て
。

◇
ラ
・
ボ
ン
ヌ
オ
カ
モ
ト
◇

荒
川
区
南
千
住
8
―
51-

5

べ
る
ぽ
う

と
東
館
内
℡
３
８
０
１
ー
４
７
２
５

営
業
時
間

Ａ
Ｍ
10
時
～
Ｐ
Ｍ
8
時

定
休
日

水
曜
日

南
千
住
駅
よ
り
都
バ
ス
で
は
な
み
ず
き
通

り
中
央
下
車
（
城
北
信
用
金
庫
前
）

亜矢の
ハーブ
一口メモ

ほ
ぼ
コ
ツ
通
り
商
店
街
の
四
分
の
一
を
閉
め

る
JR
南
千
住
駅
前
の
西
口
地
域
に
地
上
29
階

地
下
１
階
塔
屋
２
階
か
ら
な
る
106
ｍ
の
高
層

ビ
ル
が
18
年
12
月
か
ら
建
ち
始
め
ま
す
。

７
階
か
ら
上
が
分
譲
住
宅
（
215
）
戸
、

１
～
２
階
が
店
舗
、
２
～
３
階

が
公
益
施
設
・
事
務
所
、
４

～
６
階
が
105
台
収
納
の
駐
車

場
、
地
下
１
階
が
駐
輪
場

（
750
台
）
の
規
模
で
す
。

18
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
る
と
12
月
よ
り
建
物
の

取
り
壊
し
が
始
ま
る
予
定
で

あ
り
、
21
年
度
に
完
成
と
の

こ
と
で
す
。
（
南
千
住
西
口

駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組

合
理
事
長
兵
頭
正
智
氏
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
）
駅
前
に
は
都
バ
ス
22
系
の
発
着
場
と

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
作
ら
れ
駅
前
よ
り
コ
ツ

通
り
に
抜
け
る
道
が
３
本
で
き
ま
す
。

１
本
目
は
施
設
ビ
ル
内
に
現
在
の
金
太
楼

寿
司
か
ら
洋
菓
子
の
ス
ヴ
ニ
ー
ル
前
に
通
っ

て
い
る
道
路
が
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
と
し
て

商
店
を
軒
並
み
揃
え
て
駅
前
商
店
街
の
顔
と

し
ま
す
。
２
本
目
は
パ
チ
ン
コ
店
の
南
側
に

巾
４
ｍ
の
敷
地
内
通
路
「
歩
行
者
専
用
」
が

作
ら
れ
、
駅
か
ら
コ
ツ
通
り
へ
行
き
来
が
で

き
ま
す
。
３
本
目
は
駅
前
か
ら
の
バ
ス
路
線

で
回
向
院
前
の
ガ
ー
ド
下
へ
。

我
々
住
民
は
、
新
し
い
ビ
ル
が
南
千
住
の

拠
点
と
な
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
駅
前
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
完
成
す
る
日
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

既
存
の
商
店
主
達
は
、
２
～
３
階
に
出
来

る
公
益
施
設
に
集
客
能
力
あ
り
と
み
て
、
そ

の
流
れ
が
商
業
活
動
に
結
び
つ
い
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
我
々
も
個
性
を
発
揮
し
お
客

様
が
ご
来
店
く
だ
さ
る
よ
う
に
最
大
の
努
力

と
工
夫
を
重
ね
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
、
鯛
焼
き
屋
・
焼
き
鳥
屋
・

柳
川
屋
・
と
ん
か
つ
屋
等
、
駅
前
の
商
店
街

の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
個
性
あ
ふ
れ
る
お
店

が
あ
り
ま
し
た
。

戦
前
戦
後
か
ら
い
ら
し
て

住
み
な
れ
た
土
地
を
離
れ
る

方
々
お
達
者
で
、
残
さ
れ
た

我
々
小
売
商
も
ど
の
よ
う
に
街
が
変
化
し
て

行
く
の
か
不
安
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

新
し
い
ビ
ル
が
町
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と

な
っ
て
と
願
い
、
全
員
が
一
致
協
力
し
て
消

費
者
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
小
商
人
と
し
て
日
々

努
力
し
ま
す
。

人
情
あ
る
し
た
ま
ち
の
良
さ
と
歴
史
あ
る

コ
ツ
通
り
に
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
節
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
成
こ
と
杉
山
六
郎

我
が
家
の
前
に

高
さ
106
ｍ
の
ビ
ル
が
建
つ

☆六郎が語る

南千住一口話
第64回


